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題字の「やまが」は、

わたしが書きました。

神林　みなみさん

（山内小５年）
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灯籠まつりスナップ

30万人が酔いしれた夏
2007 山鹿灯籠まつり　２日間の記録

z大宮神社での奉納灯籠踊りx各町内には奉納灯籠が飾り付けられス
タンプラリーも実施されましたc菊池川河畔では約4,000発の花火が
夜空に咲きましたvお祭り広場での文化協会による灯籠踊りb鹿本農
業高校郷土芸能伝承部の灯籠踊りnまつりの後道路には大量のゴミが

1

2

15日

16日
1

23

4

5

2007夏－。
山鹿の夏を彩る『山鹿灯籠まつり』。
全国から集まった延べ30万人もの見物客
は、しばし幻想の世界に酔いしれました。
まつりを裏で支える関係者も3,000人以上。
花火会場、まつり会場、町中は人並みが
消えた後、大量のゴミが散乱していまし
た。しかし翌朝には各町内や個人の協力
で、どこもきれいに清掃されていました。
皆さまの協力ありがとうございました。
まつりのにぎわいと舞台裏をカメラで追
いました。

6

3

5

4

6

q千人灯籠踊りの幾幾重重にも重なった輪に観客
から感嘆の声が上ががりりまますw勇壮なみこしが
まつりを盛り上げましたたeこちらも負けてい
ない子どもみこしrt菊池川河畔での景行天
皇を迎える儀式の後、たいまつ行列となって
市内を練練り歩きますy勇壮な男衆が大宮神社
の石段を駆け上がる上がり灯籠
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灯籠まつりスナップ

▲階段から運び出せない灯籠は２階の窓から
慎重に運び出します（徳永灯籠師宅）

▲ゴミの分別にご協力を！
（シルバー人材センターの方々）

▲

笑
顔
で
接
客
！

（
本
部
案
内
所
）

▲浴衣をまとい化粧をほどこす
ごとに集中していく灯籠娘！先
輩から後輩へ受け継がれる伝統

（山鹿灯籠保存会）

▲みなさんの安全のため車は

ストップ（歩行者天国へ）

☆熊本市から参加の山地さん（右）
と松本さん（左）
楽しい夏の思い出に残るようし
っかりと踊りたいです。長丁場
なので頑張ります！
今からとても楽しみです。

☆緒方麻里子さん
（左）
前の夜、踊ってい
るところを夢で見
ました。とても緊
張しています。

☆白田佳子さん（右）
前日に保存会の先輩方の
素晴らしい踊りを見まし
た。その一員としての責
任とプレッシャーを感じ
ています。頑張ります。

▲万一に備え待機します
（花火打上会場）

▲観光客の方をご案内します
（旅先案内人の会）

▲出番を待つ金灯籠（山鹿小学校体育館）

今今今今
年年年年
初初初初
めめめめ
てててて
山山山山
鹿鹿鹿鹿
灯灯灯灯
籠籠籠籠
踊踊踊踊

りりりり
保保保保
存存存存
会会会会
とととと
しししし
てててて
灯灯灯灯
籠籠籠籠
祭祭祭祭

にににに
参参参参
加加加加
しししし
たたたた
「「「「
灯灯灯灯
籠籠籠籠
娘娘娘娘
」」」」

二二二二
人人人人
にににに
スススス
ポポポポ
ッッッッ
トトトト
！！！！

「「「「
千千千千
人人人人
灯灯灯灯
籠籠籠籠
踊踊踊踊
りりりり
」」」」
にににに
市市市市
外外外外
かかかか
らららら
初初初初
めめめめ
てててて
参参参参

加加加加
しししし
たたたた
「「「「
灯灯灯灯
籠籠籠籠
娘娘娘娘
」」」」
にににに
スススス
ポポポポ
ッッッッ
トトトト
！！！！

▲

ネ
ジ
を
絞
め
て
音
の
調
整
！
一
番

重
要
な
調
整
で
す
（
山
鹿
太
鼓
）

▲

デ
ビ
ュ
ー
曲
を
披
露
す

る
本
番
直
前
の
一
ノ
瀬

た
け
し
さ
ん
（
右
か
ら

２
番
目
）
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▲どの試合も熱い戦いが繰り広げられたＰＫ大会。
小学生も大人顔負けのシュートでゴールを決めます。熱 ▲ゴールの瞬間、歓喜の声があんずの丘にこだま

します。歓
一生懸命な姿がかわいい
菊鹿５保育園の園児によるお遊戯。戯

終▲まつりの終わりをつげる花火大会。
また来年の夏会いましょう。 踊 ▲菊鹿中学３年生による浴衣踊り。「よへほ節」と

「菊鹿音頭」を色とりどりの浴衣で踊りました。

笑 ▲肥後にわかや物まねショーなど
笑い声が会場にあふれました。

▲菊鹿中央保育園 ▲つぼみ保育園

▲城北アソカ保育園

▲内田保育園 ▲栗の実保育園

菊鹿が熱く燃えた１日
きくか夏まつりきくか夏まつり ８月４日８月４日GGGG
今年も菊鹿あんずの丘では、きくか夏まつり

が盛大に開催されました。ＰＫ大会でまつりの
幕開け。ステージでは多彩な催しが続き、保育
園児のお遊戯では、ビデオ片手に走り回るお父
さんお母さんカメラマンが多く見られました。
まつりの模様をスナップで紹介します。



楽しいことが
盛りだくさん

さ～祭りのクラ
イマックス
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ワッショイスナップ　２睡眠時無呼吸症候群

広報やまが　2007.9.1 6

本当は怖い睡眠時無呼吸症！あなたはご存じですか？

人間にとって大事な睡眠。「睡眠時無呼吸症候群」（以下「ＳＡＳ」）は名前の通り、
睡眠中に何回も呼吸が止まり（無呼吸）酸素不足で息苦しい状態になり、ぐっすり眠
れず、睡眠を阻害するばかりか、生活習慣病（高血圧・心疾患・糖尿病など）の原因
となることもあります。日中の眠気や集中力の低下により、交通事故を起こしてしま
うなど日常生活にも大きな支障がでるともいわれています。
この病気の怖いところは、睡眠中のことであるため本人の自覚が少なかったり、

「もしかしたら自分もかな」と思っても検査や治療をしなかったりとかなりの潜在患
者がいると考えられます。

１
２

３

４
５
６
７
８

座って読書をしているとき
テレビをみているとき
人がたくさんいる場所で座って何もしてい
ないとき（例えば会議や映画鑑賞中）
車に乗せてもらっているとき（１時間くらい）
午後横になって休憩しているとき
座って誰かと話をしているとき
昼食後静かに座っているとき
運転中渋滞や信号待ちで止まっているとき

０
０

０

０
０
０
０
０

１
１

１

１
１
１
１
１

２
２

２

２
２
２
２
２

３
３

３

３
３
３
３
３

状況 点数

おためしチェック!!
あなたはいくつあてはまりますか？

左の８つの質問に答えてあ
てはまる所の合計点でＳＡＳ
かどうかを判断してみてくだ
さい。
０点　決して眠くならない
１点　まれに眠くなる
２点　時々眠くなる
３点　眠くなることが多い
合計点が11点以上ならば睡

眠時無呼吸症候群の可能性が
あります。

次のような

症状は
ありませんか？

大きな
イビキ
をかく

日中
いつも

眠い

居眠り
運転を
よく起こし
そうになる

起きたとき
の頭痛や
だるさ

夜間の
呼吸
停止

夜中に
何度も
目が覚める

【もしＳＡＳかな・・・と感じたら】
一度「睡眠時無呼吸外来」のある医療機関で検査を受

けてみてはいかがでしょうか。
検査の例として「終夜睡眠ポリグラフィティー」とい

うものがあります。睡眠時の呼吸の状態（無呼吸の回数
や時間）や血中酸素濃度を同時に測定するものです。
※無呼吸状態（10秒以上の呼吸停止）が１時間に５
回以上または、７時間の睡眠中に30回以上の場合
ＳＡＳと診断されます。

山鹿市役所　健康増進課

☆★☆☆★☆

※※※※詳詳詳詳ししししくくくくはははは、、、、かかかかかかかかりりりりつつつつけけけけのののの医医医医療療療療機機機機関関関関ににににおおおお問問問問いいいい合合合合せせせせくくくくだだだだささささいいいい。。。。

転転転転

結結結結

inKAMOTO

起
▲涼しくなりたい子どもたち
待ってるよ～～

▲

幼
稚
園
児
の
華
麗
な
る
舞

こ
っ
ち
ゃ
こ
〜
い
！

▲まつりで出たゴミの分別収集
にご協力を！さ

ぁ
〜
飾
っ
て
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
よ
う
！

▲

祭りの準備
も順調だ！

いよいよ真夏の
祭りの幕開け！

承

▲来民校区地区子ども会の「奉納子ども
みこし」が商店街を練り歩きます

▲

か
わ
い
い
女
の
子
た
ち
を
発
見
！

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
ね

▲

校
区
対
抗
綱
引
き
大
会

今
年
は
三
校
区
引
き
分
け
で
し
た

▲夏
の夜
空に
三味
線の
音色
が響
きま
す

▲招魂祭のクライマックス　飛び入り参加OKの総踊り！

８月13・14日開催
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山
鹿
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の

声声声声
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

山
鹿
市
で
は
、
本
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
を
か
け
て
「
山
鹿
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
総
合
計
画
に
沿
っ
た
、
都
市
づ
く
り
の
計
画
で
す
。
総
合
計
画
は

17
年
度
に
策
定
さ
れ
、
福
祉
や
教
育
、
産
業
、
環
境
な
ど
全
体
的
な
市
の
方
向
性
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
中
か
ら
特
に
、
土
地
利
用
、
道
路
、
公
園
等
の
整
備
計
画
な
ど
を
示

し
て
、
10
年
〜
15
年
後
の
『
ま
ち
の
姿
』
を
描
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
都

市
像
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
整
備
方
針
等
を
定
め
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
将
来
の
快
適
な
環
境
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
段
階
か
ら
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
、
皆
様
か
ら
の
提
案
や
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

住
民
の
皆
様
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
聴
く
た

め
に
、
郵
送
方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
。

無
作
為
に
選
ば
れ
た
調
査
の
対
象
者
に
は
９

月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す

の
で
、
回
答
の
う
え
同
封
の
封
筒
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
目
的
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

地
域
別
座
談
会
（
説
明
会
）
を

開
催
し
ま
す
！

計
画
の
各
段
階
で
は
各
地
域
審
議
会
へ
の
説

明
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
の
案
が
出
来
上
が
る
こ
ろ
に
、

旧
市
町
の
地
域
毎
に
説
明
会
を
開
き
、
計
画
の

内
容
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
す
る
予

定
で
す
。（
開
催
時
期
は
来
年
度
と
な
り
ま
す
）

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
説
明
の
ペ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
検
討
の
経
過

な
ど
を
掲
載
し
、
皆
様
か
ら
の
自
由
な
意
見
を

お
聴
き
し
ま
す
。

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
内
容
を
検
討

す
る
た
め
に
設
置
す
る
、「
山
鹿
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
協
議
会
及
び
専
門
部
会
」

の
委
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

会
議
に
出
席
し
て
内
容
を
検
討
し
て
い

た
だ
く
委
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

◎
委
員
募
集
要
項

定
員u

策
定
協
議
会
１
人(

女
性)

専
門
部
会
７
人
以
内

対
象u

・
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
お
勤
め

の
20
歳
以
上

・
市
が
設
置
す
る
他
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
に
な
っ
て
い
な
い

・
平
日
の
日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る

以
上
の
条
件
を
満
た
す
方
　

任
期u

選
任
後
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
が
終

了
す
る
ま
で（

平
成
21
年
３
月
ご
ろ
）

報
酬u

１
回
出
席
あ
た
り
　
　
５
、
７
０
０
円

(

税
、
交
通
費
込)

選
考u

応
募
多
数
の
場
合
、
内
部
の
選
考
委

員
会
で
書
類
選
考
後
、
抽
選

申
込
方
法u市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
応
募
用
紙
、

ま
た
は
自
由
様
式
に
以
下
の
事
項
を
記

入
の
上
、
９
月
14
日
（
金
）（
消
印
有

効
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
職
業
（
勤
務
先
）
・
簡

単
な
応
募
理
由

申
込
先u

〒
８
６
１
‐
０
５
９
２

山
鹿
市
山
鹿
978
山
鹿
市
役
所

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

電
話：

43
‐
１
５
９
１

FAX：

44
‐
３
２
０
０

E
メ
ー
ル：

toshikei@
city.yam

aga.lg.jp

○協議会委員が行うこと
策定する２年の間に５回程度開催する策定協議会の

会議に出席し次のような内容を協議します。
・山鹿都市計画の現状および課題の整理・把握。
・将来の都市像についての検討やその実現化に向け　
た方策等の検討。
・マスタープラン原案の作成（全体計画・地域別計
画）。
※策定協議会委員は先に行った公募で３人が決定し
ていますので、今回は女性１人の募集となります。

○専門部会委員が行うこと
専門部会は
・土地利用
・都市施設
・都市景観
・地域別構想
の４つがあり、それぞれに担当する事項を検討しま

す。各部会により開催回数が違いますが、策定完了ま
での間に４～６回程度開催する予定です。

南
西
側
か
ら
の
山
鹿
市
中
心
部
の
眺
め

み
な
さ
ん
も
ま
ち
の
将
来
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

▲

▲

地
域
別
構
想
部
会
で
は
中
心
部
だ
け
で
な
く
市

全
域
（
地
域
別
）
の
目
標
や
整
備
方
針
を
検
討

し
ま
す

H都市計画マスタープランの策定体制

q各専門部会の検討内容を取りまと
めて素案を作成し、策定協議会・
策定推進委員会へ報告

w基本理念を定め、基本方針を作成
e各部会の意見調整、庶務事務

素案の総合調整

庁内部局の意
見調整・各専
門部会の支
援・調整素案
の検討

山鹿市都市計画マスタープラン策定協議会

学識経験者や関係行
政機関の職員、各種
団体の代表、公募さ
れた市民などで構成
する組織で、計画案
を総合的、多角的に
検討する。

策定専門部会

（策定作業部会）
事務局・コンサルタント

策定推進委員会

策定作業部会

土
地
利
用

都
市
施
設

都
市
景
観

地
域
別
構
想

（一本松公園より鹿本平野を望む）
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それぞれの総合保健福祉計画e

「「「「
山山山山
鹿鹿鹿鹿
市市市市
総総総総
合合合合
保保保保
健健健健
福福福福
祉祉祉祉
計計計計
画画画画
」」」」
のののの
個個個個
別別別別
計計計計
画画画画
先
月
よ
り
５
つ
の
個
別
計
画
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
障
害
者
基
本
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
」
と
「
健
康
増
進
計
画
」
で
す
。

er

それぞれの総合保健福祉計画r

みんなで始めませんか！

…健康増進課　1４３‐００５０

◎「山鹿市健康増進計画」が目指すもの・・・
それは、壮年期死亡の減少や健康寿命の延伸などを実現し、すべての生活の質（ＱＯＬ）

の向上を図ることにあります。
生活習慣病の一次予防に重点をおいて、個人が主体的に健康づくりに取り組むことを重視

し、対象者を明確にしたうえで地域の実情に即したライフステージ別に具体的な目標を設定
して取り組もうとするものです。

問合せ

◆障害者基本計画（計画期間：23年度まで）
◇　計画策定の背景
障害者施策は、乳幼児から高齢者に至るまで幅広い年齢層を対象とし、しかもそれぞれの障害
の内容や置かれた状況もさまざまであり、障害者施策に対する支援ニーズは多様化しています。
このような障がい者のさまざまな支援ニーズに積極的に対応するため、今後の障害者施策の総
合指針となる「障害者基本計画」と障害者自立支援法に基づく「障害福祉計画」を策定しました。
そこで、基本目標を

「地域での自立した生活を支え合い安心して暮らせるまちづくり」
と、掲げました。

問合せ …いきがい推進課　1４３‐００５２

施策体系
（施策推進の５つの方向） （関連施策の体系）

１．人権を尊重し共に認め合う

２．地域での自立した生活を支
え合う

３．生きる力の育成と生きがい
づくりを支援する

４．生活の安全を地域で支える

５．安心できる相談・支援体制
をつくる

q啓発活動の推進

w交流・ふれあいの機会の充実と地
域福祉の推進

q保健・医療・福祉の充実

w障害者福祉サービスの充実

e権利擁護事業の推進

r経済的支援の充実

q障害児保育・療育・教育の充実

w生涯学習等自己実現や社会参加の
機会の充実

e就労支援と雇用機会の拡充

q安心・安全の生活環境づくり

w障がい者に配慮した防犯・防災対
策の推進

q安心を支える相談体制の充実

w生活を支える情報提供の充実

e総合的な支援ネットワークの構築

◆障害福祉計画（計画期間：20年度まで）
障害福祉計画の策定にあたっては、国の基本的理念を考慮し、平成23年度までの新体系サービ
スへの移行を念頭に置きながら平成20年度までの各年度の数値目標を設定し、その達成のための
基盤整備の考え方を定めることが求められています。
そこで、本市における新体系サービスの整備に関する国の基本的な考え方をふまえるとともに、
障がい者の利用ニーズなどから、本市における新体系サービスの数値目標を掲げ、その目標達成
に向けて推進して行きます。

ライフステージにみた健康づくり目標の体系と重点戦略

区分

目標

栄養食
生活

運動

休養と
心の健康
づくり

たばこ

アルコール
飲酒

歯の健康

健康管理

乳幼児期

心身の健やかな
成長のため、健
康的な生活習慣
をつくる

食習慣の基礎を
つくるための栄
養を考え、いろ
んな食材の体験
をさせましょう。
親子でたくさん
遊びましょう。

子どもと過ごす
機会を多くもち、
情緒や感受性を
育みましょう。
妊婦や授乳中の
人の喫煙、家庭
内での喫煙をや
めましょう。
妊婦や授乳中の
飲酒はやめまし
ょう。
乳幼児期におけ
るむし歯のない
子どもを増やし
ます。

学童期・思春期

身体的な成長の一
方で、精神的な自
分の意思で健康的
な生活習慣を身に
つける

毎日、朝食を食べ
る習慣をつけ、栄
養について正しい
知識と体験をしま
しょう。
楽しくからだを動
かす習慣を身につ
けましょう。

家庭や地域で健康
なこころを育てま
しょう。

未成年の喫煙は
「しない」「させな
い」

未成年の飲酒は
「しない」「させな
い」
歯の健康づくりへ
の意識づけと正し
い磨き方の習慣化
を図りましょう。

青年期・壮年期

進学・就職（就
労）・子育てなど
環境が大きく変化
する時期であり、
自らの健康を見つ
め、生活習慣を改
善する
毎日、朝食を食べ
る習慣をつけ、栄
養バランスについ
て正しい知識を持
ちましょう。
毎日心がけで運動
を行うようにし、
運動の習慣化を図
りましょう。
日常生活で生じた
ストレスを上手に
解消しましょう。

歯と歯ぐきに関心
をもち、歯周病予
防への望ましい生
活習慣づくりを進
めましょう。

中年期

身体機能が徐々に
低下する時期であ
り、高齢期を見据
えながら自らの健
康を維持・増進す
る

質量ともに自分に
あったバランスの
よい食事を摂りま
しょう。

楽しみながら運動
をする仲間と時間
をつくりましょ
う。
自分の心にゆとり
をもたせましょ
う。

歯と歯ぐきの健康
に関心をもち、加
齢により増加する
歯周病を予防しま
しょう。

高齢期

いつまでもいきい
きと活動的な生活
を送るための健康
づくりに無理なく
取り組む

自分の適量を守
り、薄味でバラン
スよく食べましょ
う。

自分の身体にあっ
た運動を無理せず
に続けましょう。

自分の生きがいを
もちましょう。

いつまでも自分の
歯で食べる楽しみ
をもちましょう。

自分の体の中の健康をこまめにチェックし、自分の健康づくりに活かしましょう。

たばこによる害を知り、禁煙に取り組みましょう。

アルコールの害を知り、適量の飲酒を楽しみましょう。

０歳
誕生

６歳
入学

19歳
進学・就職

40歳
働き盛り

65歳
退職

《山鹿市健康増進計画》

◎山鹿市における生活習慣病対策の重点戦略
「メタボリックシンドローム予防」を重点とした生活習慣病（がん・糖尿病・
循環器疾患）対策を総合的に推進していきます。
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出前講座出前講座利用しませんか！

分分野野

市政の取組み

市民のくらし

市民の福祉と健康

山鹿の産業

教育・文化

教養・趣味その他

NNoo
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11

12

13
14
15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

34

35

36
37

講講座座名名
地域活動補助金の利用について
予約制乗合タクシーの試験運行について(※1)
市民税について
固定資産税について
山鹿市の下水道について
山鹿市の環境政策について（その他環境全般）
ごみの分別・リサイクルについて
まちなみ整備事業について
国民健康保険制度
後期高齢者医療制度
特定健診・特定保健指導について
メタボリックシンドローム等の予防について
（がん・肥満などの生活習慣病予防）
子どもの病気とその対応
予防接種について
男女共同参画社会の取組について
男女共同参画基本法、熊本県男女共同参画推進条例、
山鹿市男女共同参画条例について
セクシャル・ハラスメント、ドメスティック・バイオ
レンスについて
糖尿病（ＤＭ）の予防・教育
家族でできるリハビリ
薬の基礎知識
はじましょう！「いきいき介護予防」
正しく理解しましょう！「認知症」
みんなで支える「介護保険制度」について
「高齢福祉」「障害福祉」について
消費生活相談出前講座
農業者年金制度について
人権文化のまちづくり講座
教養講座「知る」を楽しむ『山鹿の歴史』
文化財の宝石箱！『山鹿の文化財』
弥生のすごい宝が眠っている『方保田東原遺跡』
全国に誇れる文化財『山鹿の装飾古墳』
日本一の芝居小屋『八千代座の歴史』
山鹿の人物史『新山鹿の100人』
本物の古代に触れる
『市立博物館とチブサン古墳』(現地研修）
『やまが観光案内人講座』目指せ、山鹿市民総ガイド！
まずはわが町の魅力を知ろう！
主要観光地の基礎知識を学ぶ（現地視察あり）
おもてなしの心を学ぶ（現地でガイド実践）

担担当当課課
企画課
企画課
税務課
税務課
下水道課
環境課
環境課
都市計画課
国民年金課
国民年金課
国民年金課

健康増進課

健康増進課
健康増進課
企画課

企画課

企画課

病院（看護部）
病院（リハビリテーション科）
病院（薬剤科）
いきがい推進課
いきがい推進課
いきがい推進課
いきがい推進課
商工課
農業委員会
社会教育課
文化課
文化課
文化課
文化課
文化課
文化課

文化課

観光課

観光課
観光課

備備考考

※1 本年９月末まで（主に菊鹿地区対象地域限定）

平成19年７月１日現在

●お問い合せ、申込みは　山鹿市役所 秘書課 TEL ０９６８－４３－１１１２

山山山山鹿鹿鹿鹿市市市市出前講座 メメメメニニニニュュュューーーー

市では、市民の皆様を対象に出前講座を実施しています。この出

前講座は、市政を分かりやすく伝えたり、郷土の歴史、文化や生活

の知恵などを皆さんと一緒に学習したりする制度です。

関心ある市政情報など、聞いてみたいテーマを13ページのメニュ

ーの中から選んで“ご注文”ください。

市の担当職員などが、直接皆さんの所にお伺いしてお話しします。

昼夜問わず講座を出前しますので、どうぞ遠慮なくご利用下さい。

●お問い合せ、申込みは　山鹿市役所 秘書課 TEL ０９６８－４３－１１１２

●実施期間u各年度内の土日、祝祭日を除く期間
●申込みできる方u主として市内に在住、または通勤、通学しているおおむね10人以上の団体、グループ等

でお申し込みください。ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮く
ださい。

●開催時間等u原則として下記のとおりです。ただし、都合により時間等についてご相談する場合があります。
開催時間は、約１時間程度です。
開始時間は午前10時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。

●会場の手配等u会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。地域の公民館
や個人のお宅でも結構です。

●講師料u無料。ただし、講座によっては経費が別途必要になる場合があります。
●申込み方法u出前講座メニューは、13ページのメニューから希望テーマを選んでください。

開催希望日の３週間前までには秘書課に直接おいでいただくか、電話で申し込みください。

●●出出前前講講座座のの申申込込方方法法●●

事前にメニューか
ら講座を選び、直接
おいでいただくか、
電話で申込ください。

●●申申込込かからら実実施施ままででのの流流れれ●●

担当課と日時や
内容を調整

調整終了後申込者
に決定通知します

申込者
グループ・団体

秘書課 講座担当課
qq申込み ww協議

ee決定通知

出前講座

rr講師が出向き
ます

rr講座会場へ

保存
版
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▲菊池川の砂鉄に触れる川辺小学校３年生

▲気持ちがいい朝　きもちがいい～～～

いち・にい・さん・し　
…市民一斉ラジオ体操会　7月21日　市内一円

「いやぁ～朝は気持ちよかなぁ～」
市民一斉ラジオ体操会に参加した男性の第一声でした。
梅雨もまだ明けず天気が心配だったものの、雨も降る

ことなく市内５か所の会場で約2000人参加してのラジオ
体操となりました。
眠い目を擦りながら会場に入ってきた子どももいれば、

ウォーキングをしながら一汗かいて会場に来た親子もい
ました。ラジオ体操の後は、小学生はスタンプカードに
判をもらいました。
気軽に楽しめ、誰もが知っているラジオ体操。この体

操会をきっかけに近所で、子ども会で、老人会で気軽に
体力づくりをしてみてはいかがでしょうか。

菊池川の博士になろう！
…夏休み企画展オープニング　７月21日　市立博物館　

菊池川にどんな生き物がいるかご存じですか？
菊池川にスポットを当てた企画展が、夏休み期間９月２

日まで開催されました。川辺小学校３年生５人を招待して
のオープニング式が行われ、初日から多くの来場者があり
ました。
さまざまな水生生物や植物、魚具の展示以外に菊池川の

砂鉄を磁石で採取したり、繭から糸（真綿）を取るなどの
体験コーナーも設けられていました。松葉傑くん（川辺小
３年）は「家に帰ってから砂鉄で遊びたいな。家から歩い
てこれるのでまた来たいです」と話しました。
博物館の入口には、職員が幼虫から採取して育てたカブ

トムシが出迎えてくれました。

県下一斉に！
…草刈および缶拾い　７月24日　杉野馬見線（約３Km)

県建設業協会主催で、県下一斉ボランティア活動が開催さ
れ、山鹿市でも山鹿地区会員で杉野馬見線約３キロの草刈お
よび缶ひろいが実施されました。
日差しが強い中、うっそうとしていた道沿いや公園を刈払

機を使い、午前中いっぱいかかってきれいに刈り取っていき
ました。

▲暑い中の作業のおかげできれいになりました

島根県で開かれた全国高校総合文化祭百人一首かるた大
会で、鹿本高校３年の鎗水かほりさんが見事「日本一」に
輝きました。
もともと取り手だった鎗水さんは、読み手としてまだ１

年ほど。全国からのテー
プ審査を経て、本大会の
３人の代表の中に選抜さ
れたときは、「まさか自
分が選ばれるなんて」と
驚いたそうです。
取り手の気持ちがよく

わかるだけに、読むとき
の間合いや余韻、聞き取
りやすい声量などに気を
つかったそうです。

百人一首「読手」日本一！おめでとうございます
…全国高校総合文化祭百人一首かるた大会

「読手（どくしゅ）」の部優勝
鹿本高校３年　鎗水かほりさん　

▲市長に「日本一」を報告に来た鎗水さん

お互いの交流を深めて
…ホームステイ　８月11～18日姉妹都市・クーマ市

オーストラリア・クーマ市からモナロ高校生16人を含め
た22人の訪問団が、国際交流を深めるため市を訪れました。
市内の一般家庭でホームステイをし、山鹿中学校の生徒

との交流、灯籠まつりへの参加、市内観光などが実施され
ました。県立装飾古墳館では、見学の後、「勾玉づくり」
を体験し、古代の浪漫を満喫しました。

▲初めて体験する勾玉づくり

鹿央町千田にある上千田八幡宮で、約400年前から続くとい
われるバーサランダ祭りが行われました。
江戸時代に疫病が流行して村人が困っていたとき、通りかか

った山伏が、千田川で水浴びし百回の荒行をして天満宮に祈と
うを捧げたところ疫病が治まりました。その山伏が、「毎年お
百度参りをしなさい」と教えたことが由来とされています。
参加した周辺地区の小学１年生から５年生の男児７人は、水

泳パンツにしめ縄を巻き、約300ｍ離れた千田川から握り拳大
の石を拾い、「バーサランダ、バーサランダ」と唱えながら川
と拝殿の間を何度も往復し、100個の石を拝殿に運びました。
井出敬文くん（千田小５年）は「４回も往復して腕も痛かっ

たけど、１回で７個も運べたので良かった」と汗びっしょりに
なりながら話してくれました。

汗びっしょりになって無病息災を祈る
…バーサランダ祭り　7月25日　上千田八幡宮（鹿央）

▲汗びっしょりになりながら何度も何度も石を運びます

▲小栗郷を見下ろす丘の上に涼しげに咲くヒゴタイ

夏の暑さも和らぐ 幻の花
…ヒゴタイ　小栗郷カントリーパーク(鹿北町）

小栗郷カントリーパークでは、７月下旬から８月中旬に
かけて幻の花と呼ばれている『ヒゴタイ』350株が、愛ら
しいルリ色の花を咲かせました。
道の駅社長の最上光さん（鹿北町芋生）は「自宅で栽培

したものを昨年植えたもので、今年も150株植える予定。
将来的にはヒゴタイ公園にしたい」と話しました。

▲そうめん流し　つかめなくても体験することが楽しい

福岡の市民団体『音楽ランド』が菊鹿を訪れ、地元の人たちと交流
を深めるキャンプを楽しみました。
音楽ランドとは、ハンディキャップを持った子どもたちとその家族

がノーマライゼーション※の社会実現を目指す音楽コミュニケーショ
ン広場（國友美枝子主宰）で、自然豊かな菊鹿の地でキャンプを楽し
みながら交流を深めようと、平成15年から始まり今回で５回目｡
３日間とも天気にも恵まれ、参加者は、竹食器作りや川遊びなどを

楽しみました｡初日は、菊鹿中音楽部の歌のプレゼントに、子どもた
ちも大喜び。地元のボランティアによる手作りの『そうめん流し』に
も挑戦｡子どもたちは、流れるそうめんをつかもうと悪戦苦闘｡うまく
つかめた子は、つかめなかった友達のお椀に分けてあげるシーンも｡
自然の中で、子供たちは自由に走り回り、大きな声で歌うことので

きる木馬館｡「菊鹿が大好きです」と語る國友さん｡来年からも木馬館
には笑顔の花が咲くことでしょう。
※障害者と健常者が区別されることなく社会生活を共にするという姿

交流を通じて　笑顔の花が咲きました
…福岡の市民団体と交流キャンプ

７月27日～29日　菊鹿山村都市交流施設「木馬館」
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家
庭
用
医
療
機
器
の
効
能
の
説
明

薬
事
法
が
認
め
た
範
囲
内
で
！

【
相
談
事
例
】

脳
梗
塞
を
患
っ
て
い
る
母
が
、
業
者
か
ら
「
こ
れ
を

使
え
ば
医
者
に
か
か
ら
な
く
て
も
治
る
」
と
言
わ
れ
、

訪
問
販
売
で
家
庭
用
低
周
波
治
療
器
を
購
入
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
使
用
後
に
体
調
は
悪
化
。
主
治
医
か
ら

は
（
低
周
波
治
療
器
に
）
そ
ん
な
効
果
は
な
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

健
康
へ
の
関
心
は
年
々
高
ま
り
、
家
庭
用
医
療
機
器

に
つ
い
て
の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

家
庭
用
医
療
機
器
は
手
軽
に
使
用
で
き
便
利
な
も
の

で
す
が
、
問
題
の
あ
る
説
明
や
広
告
で
そ
の
効
能
や
効

果
を
過
信
し
、
効
果
が
な
い
ば
か
り
か
症
状
が
悪
化
し

た
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
家
庭
用
低
周
波
治
療
器
の
効
能
に
は
、
肩

こ
り
や
疲
労
回
復
、
神
経
痛
の
緩
和
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
効
能
や
効
果
を
う
た
う
と
薬
事
法
に

抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

購
入
す
る
際
は
、
承
認
ま
た
は
許
可
番
号
の
有
無
、

認
め
ら
れ
た
効
能
効
果
の
範
囲
と
販
売
時
の
説
明
が
一

致
し
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

体
調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
使
用
を
続
け
る
こ
と
は
、

症
状
が
悪
化
す
る
原
因
に
も
な
り
大
変
危
険
で
す
。
不

調
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
使
用
を
止
め
て
、
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
器
は
、
個
人
の
病
気
や

症
状
、
体
質
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

危
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
使
用
す
る
前
に
、
ま
ず
医
師

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

…
商
工
課
　
　
　
　
　
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署（
総
務
課
・
予
防
課
）1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

連載第23回

新着図書ピックアップ
《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

村内先生は中学の非常勤講師。国語教師なのに吃音
を持つ先生。一番大切な仕事は「そばにいること」。
「ひとりぼっちじゃない」と伝えること。先生はうま
くしゃべれない。だから“大切なこと”しか言わな
い。伝えたい思いを描く感動作。

晩夏のプレイボール
あさのあつこ／著　毎日新聞社

９回裏、２死ランナーなし、４点差。追いつくのは
奇跡だ。だけどそれがどうした。おれはまだ打席に
立てる。「バッテリー」の著者が贈る、野球を愛する
者だけに見えた10の物語。

「もし、あの一瞬がなかったら、わたしたちはどんな
人生を送っていたのかしら」1973年、浅間山での出
来事がすべてを変えた。18歳の少女と少年はやがて
大人に・・・。18歳から49歳まで、31年間のラブス
トーリー。

一瞬でいい　　　　 唯川恵／作　毎日新聞社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
日時u９月26日D 午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
日時u９月１日G・８日G・15日G

22日G・29日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u９月４日C・11日C・25日C

午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u９月４日C

午前10時30分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
u９月17日_・23日_・24日0

山鹿市鹿本図書館
u９月３日B・10日B・17日_

18日C・23日_・24日0

30日A

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後8時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

青い鳥　　　　　　　　　 重松清／著　新潮社

黄
金
塚

こ
が
ね
づ
か

古
墳

こ

ふ

ん

（
山
鹿
市
菊
鹿
町
松
尾
）▲黄金塚古墳　

鞠
智
城
の
近
く
、
菊
鹿
町
大
字
松
尾
字

金
塚
（
木
山
区
）
に
「
黄
金
塚
古
墳
」
が

あ
り
ま
す
。
伝
説
に
は
「
米
原
の
長
者
ど

ん
の
金
蔵
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
墳
は
円
墳
で
、
内
部
は
大
小
三

百
個
前
後
の
石
を
使
っ
た
単
室
の
横
穴
式

石
室
で
、
玄
室
と
呼
ば
れ
る
死
者
を
埋
葬

す
る
部
分
と
、
羨
道

せ
ん
ど
う

と
呼
ば
れ
る
外
部
か

ら
墓
室
に
入
る
た
め
の
通
路
部
分
か
ら
成

っ
て
い
ま
す
。

特
記
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
葬
送
儀
礼

の
際
、
破
砕
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
多
量
の

須
恵
器
破
片
と
共
に
、
羨
道
入
り
口
に
向

か
っ
て
右
側
か
ら
、
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

四
方
の
玄
室
に
羨
道
の
つ
い
た
「
ミ
ニ
石

室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
恐
ら
く
、
子
供
用
の
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
事
例
と
し
て
は
大
変

珍
し
い
も
の
で
す
。

い
つ
の
時
代
か
明
ら
か
で
は
な
い
の
で

す
が
盗
掘
に
あ
っ
て
い
て
こ
れ
と
い
っ
た

副
葬
品
は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
羨
道
部
か
ら
は
い
く
つ
か
遺
物
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
玄
門
左
か
ら
提
瓶
、
右
か

ら
完
形
の
高
杯
二
個
な
ど
を
は
じ
め
須
恵

器
破
片
、
金
、
銀
銅
製
の
イ
ア
リ
ン
グ
、

ガ
ラ
ス
製
の
首
飾
り
等
の
装
身
具
、
鉄
製

の
刀
、
や
じ
り
等
の
遺
物
が
多
数
が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
の
古
墳
が
作
ら
れ
た
年
代

は
、
そ
の
出
土
遺
物
か
ら
六
世
紀
後
半
頃

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
幾
度
か

追
葬
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
お
よ
そ
百
年
後
に
鞠
智
城
が
造
営

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
こ
こ

に
眠
っ
た
人
物
と
一
族
は
こ
の
地
域
に
君

臨
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
、
こ
の
地
区
一
帯
で
農

地
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
後
、
現
在
位
置
に
移
転

復
元
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
古
墳
は
山
鹿
市
の
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
お
り
、
木
山
区
住
民
の
方
々
に
よ

っ
て
草
刈
、
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献：

菊
鹿
町
史
】

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

平
井
　
祥
一
郎
さ
ん

（
菊
鹿
町
木
野
）

▲羨道（入り口） ▲東側からの全景

A
E
D

皆
さ
ん
『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す

か
？
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
聞
い
た
こ
と
、
見

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」
で
、
簡

単
に
言
え
ば
ド
ラ
マ
な
ど
で
よ
く
目
に
す
る
電
気
シ
ョ

ッ
ク
で
す
。
心
臓
は
止
ま
る
直
前
に
痙
攣
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
、

そ
れ
か
ら
数
分
後
に
完
全
に
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
痙
攣
し
て
い
る
間
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
心
臓
に
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
心
臓
を
元
の
動
き
に
戻
す
も
の
で
す
。

☆
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
山
鹿
市
の
施
設

・
山
鹿
市
役
所
本
庁
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
市
民
プ
ー
ル
・
山
鹿

市
中
央
公
民
館
・
山
鹿
警
察
署
・
鹿
本
高
校
・
鹿
本

商
工
高
校
・
鹿
本
農
業
高
校
・
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

・
鹿
本
郡
市
医
師
会
・
愛
隣
館
・
鹿
北
あ
や
す
ぎ
荘
　

倒
れ
て
い
る
の
は
あ
な
た
の
大
切
な
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
そ
の
人
の
未
来
を
光
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、

勇
気
を
持
っ
て
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

消消消消
防防防防
本本本本
部部部部
庁庁庁庁
舎舎舎舎
が
移
転
し
ま
し
た
！

８
月
21
日
C
か
ら
住
所
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

新
住
所u

山
鹿
市
南
島
１
２
７
０
番
地
１

電
話
番
号u

(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

(

警
防
通
信
指
令
課)

1
43
‐
１
２
８
９

(

山
鹿
消
防
署)

1
43
‐
１
１
９
１

(

火
災
・
災
害
現
場
等
の
問
い
合
せ
）

火
災
・
災
害
情
報
サ
ー
ビ
ス(

自
動
音
声
案
内
）

1
43
‐
０
１
１
９
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茶
道
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

山
鹿
若
葉
保
育
園
　
1
43
‐
７
１
８
７

今
日
は
年
長
児
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
月
に
一
度

の
茶
道
の
日
。

先
生
の
姿
が
見
え
る
と
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た
面
持

ち
で
挨
拶
を
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
の
中
で

は
、
す
で
に
茶
道
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
い
つ
も
と
違
っ
た
緊
張
感
を

味
合
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

心
静
か
に
、
相
手
の
敬
い
、
思
い
や
る
心
で
お
茶

を
点た

て
、
道
具
を
大
切
に
扱
い
清
ら
か
な
心
を
育
む

『
和
敬
静
寂

わ
け
い
せ
い
じ
ゃ
く
』
の
精
神
が
茶
道
の
教
え
だ
そ
う
で
す
。

背
筋
を
伸
ば
し
て
座
り
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、

先
生
が
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

取
り
組
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
。

そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
を
見
て
い

て
、
茶
道
と
の

出
会
い
が
貴
重

な
経
験
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
心

に
残
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま

す
。先

生
か
ら
、

「
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
相
手
を
思
い
や
り
、
物
を
大
切
に
し
、
意
識

し
て
背
筋
を
伸
ば
す
こ
と
を
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
精
神
面
ば
か
り
で

な
く
体
（
内
臓
）
に
も
い
い
よ
う
で
す
よ
。

皆
さ
ん
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲ふくさの扱い方を練習しています

『
子
ど
も
輝
き
研
修
会
』
に
参
加
し
て

栗
の
実
保
育
園
　
1
48
‐
２
１
３
４

８
月
１
日
DD

鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

講
師
　
岡
崎
光
洋
先
生
（
臨
床
心
理
士
）

《
講
演
内
容
》
　
　
　
　
　
　
　
　

『
今
　
こ
う
い
う
親
が
増
加
し
て
い
る
…
！
』

※
学
校
依
存
症
…
何
で
も
学
校
に
頼
る

(

早
寝
、
早
起
き
、
排
便
、
朝
食
、
食
育
etc
…
）

※
他
罰
性
無
努
力
症
…
親
が
し
か
る
の
で
は
な
く
、

「
○
○
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
よ
」
な
ど
嫌
な
こ
と
は

人
の
せ
い
に
す
る
。

☆
『
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
』

(

我
慢
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
、
嫌
だ
と
思
っ
て

も
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
）

こ
の
一
番
大
切
な
こ
と
を
、
子
ど
も
に
伝
え
そ

び
れ
て
い
る
家
庭
が
多
い
。

☆
学
校
（
保
育
園
）
は
、
失
敗
し
て
い
い
場
所
、

失
敗
す
べ
き
場
所
。
こ
の
失
敗
が
出
発
点
と
な

り
、
子
ど
も
の
糧か

て
と
な
る
。

保
護
者
の
感
想

Q
子
ど
も
の
成
長
に
伴
い
、
子
育
て
の
悩
み
も
深
く
複

雑
に
な
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
講
演
は
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。『
他
者
と
生
き
合
っ
て
い
る
』
世

の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
我
が
子
が
外
で
生
き
て
い
け
る
力

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。

（
原
田
里
美
　
小
学
５
年
生
と
年
長
男
児
の
母
）

Q
『
失
敗
が
出
発
点
』
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
、
失

敗
す
る
こ
と
か
ら
学
び
、
達
成
感
↓
自
己
肯
定
感
へ
と

つ
な
げ
て
行
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
そ
れ
を
見
守
り
支

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。『
あ
な
た
は
あ

な
た
の
ま
ま
で
い
い
』
…
子
ど
も
た
ち
の
存
在
を
認
め
、

基
盤
と
な
る
親
子
の
信
頼
関
係
を
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ

う
育
ち
合
っ
て
い
き
た
い
。

（
小
澄
和
美
　
５
歳
女
児
と
３
歳
男
児
の
母
）

五
年
生
と
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
〜
す

幼
慈
園
　
1
46
‐
２
３
６
０

幼
慈
園
で
は
、
来
民
小
学
校
と
の
幼
・
保
・
小
連

携
の
取
組
の
中
で
、
今
年
も
五
年
生
と
一
緒
に
田
植

え
を
し
た
り
、
か
か
し
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
く
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。
来
年
一
月
に
は
『
お
に
ぎ
り

と
み
そ
汁
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
計
画
し
て
い
て
、
七
月

初
め
に
は
大
豆
の
種
ま
き
、
秋
に
は
稲
刈
り
、
十
二

月
に
は
収
穫
し
た
大
豆
で
一
緒
に
み
そ
作
り
を
し
よ

う
と
み
ん
な
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

み
そ
作
り
は
、
朝

ご
は
ん
の
大
切
さ
や

み
そ
汁
の
お
い
し
さ

を
家
庭
に
伝
え
る
た

め
、
十
年
以
上
も
前

か
ら
保
育
園
で
続
け

て
お
り
、
一
昨
年
か

ら
五
年
生
と
一
緒
に

み
そ
作
り
を
し
て
、

と
て
も
お
い
し
い
み

そ
が
で
き
ま
し
た
。

家
庭
に
持
ち
帰
り
、

家
族
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
み
そ
を
試
食

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
み
そ
汁
が
大

好
き
で
、
保
育
園
で

と
れ
た
野
菜
を
家
庭

に
持
ち
帰
り
、
一
緒

に
料
理
し
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ご
家

庭
で
、
み
そ
を
作
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
な
か
な
か
お

い
し
い
で
す
よ
。

今
年
も
十
二
月
に
み
そ
作
り
を
し
ま
す
の
で
、
ち

ょ
っ
と
の
ぞ
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

▲五年生と一緒に楽しく田植えをしました

▲かかしも一緒に作ったよ！

パパになるんだなぁ！ママになるのよねぇ！
心うきうき、だけどドキドキ！！
「どうやって抱っこするの？」
「オムツ交換は…？」
そんなあなたに、先輩ママたちの子育て述を伝授。
赤ちゃんたちと触れあって、楽しい時間を過ごしてみ
ませんか？

子育てはたいへん！
でも、そのぶん喜びもたくさん。
だけど、双子になると…！
「あんな時、こんな時…！」
「うちでは、こ～んなことしてクリアしたよ」
と双子でなければわからない体験談に花を咲かせ
ています。
あなたも参加しませんか？
今、双子を妊娠中のあなたも大歓迎です！
日時u毎月第２金曜日　午後２時半～
場所u山鹿子育て支援センター

…山鹿子育て支援センター　143-1270問合せ

ははははじじじじめめめめててててパパパパパパパパ・・・・ママママママママににににななななるるるる
あなたへ…！

笑って・泣いて
双双双双子子子子のののの子子子子育育育育てててて奮奮奮奮闘闘闘闘中中中中！！！！

子育てお父さん応援事業

『『『『パパパパパパパパビビビビククククスススス』』』』

７月１日に山鹿保育園「あそびのへや」でパパと子
どもの触れ合いを楽しみました。
ママと離れるのはちょっと不安？
…でもすぐに平気！
パパとダイナミックな
遊びはすごく楽しかった
ようです。
パパまた今度遊ぼうね！

※　次回の開催は、11月
の予定です。
遊びに来てみません
か？

…山鹿市子育て支援センター問合せ

病　名

手足口病

ヘルパンギー

プール熱
(咽頭結膜炎）

潜伏期間

３～６日

２～４日

１週間前後

感染経路

飛沫感染
まれに便から

経口
飛沫感染

飛沫感染
プールで感染
することも多い

症　状

手のひら・足の
裏・くちびる・舌
などに白い水疱
状の発疹。
高熱はあまり出
ない。

高熱が２～３日
続き、咽頭に小
さな水疱。咽頭
痛あり。

高熱が続き咽頭
痛、咳、目やに、
目の充血、下痢を
伴うこともあり。

夏か夏かぜぜ （手足口病・ヘルパンギー・プール熱）

に気をつけよう！
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小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校山鹿の伝統芸能を
しっかり学んで伝えたい

投
稿

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

山鹿小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

地
位
に
つ
き
、
塾
主
の
代
行
を
勤
め
る

ま
で
に
な
っ
て
意
気
揚
々
と
故
郷
の
土

を
踏
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
に
清
浦
奎
吾
と

改
名
し
た
。

清
浦
奎
吾
顕
彰
会
で
、
平
成
４
年
に

清
浦
記
念
館
設
立
に
尽
力
し
、
郷
土
の

教
育
と
文
化
の
育
成
に
寄
与
す
る
た

め
、
清
浦
伯
の
生
誕
か
ら
93
歳
ま
で
の

生
涯
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
一
度
来

て
み
て
く
だ
さ
い
。
記
念
館
の
場
所
は
、

国
道
325
号
か
ら
日
田
・
鹿
本
線
に
入

っ
て
約
300
m
、
電
話
番
号
は
46
‐
５

１
２
７
で
す
。

投
稿

本校は、明治６
年６月に設立され
た歴史と伝統のあ
る学校です。現在、
児童数654人、職
員数51人と山鹿市
では最も大きな小
学校です。
ご存じのよう

に、山鹿小学校の
グラウンドは毎年、全国的に有名な千人灯籠踊りの会
場となります。
『私たちも山鹿の伝統芸能を

しっかり学んで伝えたい。』
今年度、山鹿小学校は、このことにも力を入れて取

り組んでいます。
６年生131人は、今年はじめて灯籠づくりに挑戦し

ました。特に難しいのは、カッターで細かな部分を切
り取ったり、膨らみのある部分を接着剤で貼り合わせ
たりすることです。一人ひとりが集中して、友だちと
協力しながら作っています。「先生、できました」と
明るく弾んだ声で、自慢げに灯籠を持ってくる子ども
たちの表情は、満足感や充実感に溢れています。
９月30日Aに実施される運動会では、全校児童が参加し

て、灯籠踊りを披露します。そのための準備として、６年生

▲

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
で
も
練
習

し
て
い
ま
す

は
じ
め
て
の
灯
籠
製
作

▲これだけたくさんのゴミがありました

▲熱心にＡＥＤの操作方法を習う指導員

第
10
回
Ｋ
Ａ
Ｂ
旗
熊
本
県
中
学

生
硬
式
野
球
大
会
で
初
優
勝
！

熊
本
北
部
シ
ニ
ア
事
務
局

竹
下
秀
男
さ
ん

熊
本
北

部
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
チ

ー
ム
（
会

長
藪
内
健

一
郎
）
が

８
月
４
・

５
・
６
日

に
人
吉
川

上
哲
治
球

場
で
行
わ

れ
た
「
第

10
回
Ｋ
Ａ

Ｂ
旗
熊
本

県
中
学
生

硬
式
野
球

大
会
」
で

初
優
勝
し

ま
し
た
。

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
、
フ
レ
ッ
シ

ュ
リ
ー
グ
、
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
の
強
豪
10

チ
ー
ム
に
よ
る
県
内
中
学
生
硬
式
野
球

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
定
す
る
大
会
で
、

準
決
勝
は
、
熊
本
西
シ
ニ
ア
に
終
盤
ま

で
リ
ー
ド
を
許
し
な
が
ら
も
７
回
に
逆

転
で
勝
利
。
決
勝
で
は
、
熊
本
南
シ
ニ

ア
の
猛
烈
な
追
い
上
げ
を
振
り
き
り
、

８
対
６
で
勝
利
し
悲
願
の
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

熊
本
北
部
シ
ニ
ア
は
、
市
内
の
蒲
生

の
池
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
山
鹿
市
内
の

中
学
生
と
県
北
地
区
の
中
学
生
を
中
心

に
、
野
球
の
技
術
向
上
だ
け
で
な
く
、

「来たときよりも美しくの精神」と
指導者のレベルアップ！

【来たときよりも美しく】
７月21日午前７時より、総

合スポーツクラブの会員で、
日頃使用しているカルチャー
スポーツセンターの清掃作業
をしました。
当日はクラブ会員50名の参

加があり、朝の清々しいひと
とき、ゴミを拾い汗を流しま
した。
今後も、「来たときよりも

美しく」の精神で施設を利用
していきます。

山
鹿
市
に
も
こ
ん
な
人
が

富
野
　
勝
美
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
本
町
来
民
）

「
山
鹿
市
に
も
こ
ん
な
人
」
っ
て
誰

だ
ろ
う
？

大
正
13
年
、
75
歳
の
清
浦
奎
吾
は
、

熊
本
で
初
め
て
の
総
理
大
臣
と
な
っ

た
。田

舎
町
か
ら
身
を
興
し
、
苦
学
力
行

し
て
、
藩
閥
も
学
閥
も
姻
戚
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
腕
一
本
で
総
理
大
臣
に
な
っ

た
奎
吾
は
、
座
右
の
銘
と
し
て
「
四
恩

（
親
の
恩
、
先
輩
の
恩
、
友
の
恩
、
時

世
の
恩
）
を
掲
げ
、
こ
の
四
恩
を
忘
れ

ず
、
清
廉
潔
白
、
高
風
清
節
の
士
と
し

て
の
生
涯
は
誠
に
立
派
で
、
近
年
の
政

官
の
汚
職
を
聞
く
に
つ
け
奎
吾
の
生
き

方
が
大
変
尊
く
思
わ
れ
る
。

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
年
）
鹿
本
町

来
民
の
明
照
寺
、
大
久
保
了
恩
の
５
男

に
生
ま
れ
、
幼
名
を
普
寂
と
言
っ
た
。

16
歳
の
時
、
父
母
を
説
得
し
て
大
分
県

日
田
市
の
咸
宜
園
に
入
門
。
こ
こ
は
、

広
瀬
淡
窓
の
私
塾
で
、
多
く
の
英
才
を

世
に
出
し
た
所
で
あ
る
。
普
寂
は
、
苦

学
を
続
け
て
都
講
と
い
う
塾
生
最
高
の

全員が、灯籠踊り保存会の方から踊りの手ほどきを受けて覚
え、それを毎週金曜日のなかよしタイムで「もっとひじを伸
ばして」「もう少しゆっくり回って」など下級生に優しく丁
寧に教えています。運動会当日は、６年生は手作りの灯籠を
かぶって踊る予定です。今からどんなすばらしい灯籠踊りに
なるかとても楽しみです。
最後に、最近の山鹿小学校の様子を簡単に紹介します。毎

日のあいさつ運動、ボランティア清掃活動はもちろんのこと、
朝の会や帰りの会では、各学級からさわやかできれいな歌声
が学校中に響きわたっています。花いっぱい委員会の活動も
活発で、学校は花や緑でいっぱいです。こんなすばらしい環
境で子どもたちは健やかに育っています。
毎月15日は、「学校へ行こうかい」です。どうぞ皆さま

「歌声響き・笑顔輝き・花香る山鹿小学校」にぜひおいでく
ださい。心からお待ちしています。

投
稿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
　
１
階
ぴ
あ
ぴ
あ
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
ち
な
か
交
流
サ
ロ
ン

大
坂
紀
代
美
さ
ん
か
ら

広
報
係
に
絵
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏
ら
し
い
今
の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
の

絵
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
色
が
彩
色
さ
れ
、
女
性
ら

し
い
柔
ら
か
な
雰
囲
気
が
で
て
い
ま
す
。

広
報
紙
面
が
カ
ラ
ー
で
な
い
の
が
残
念

で
す
。

▲

礼
儀
や
精
神
鍛
錬
な
ど
の
人
格
形
成
を

目
的
に
、
中
学
生
ら
し
く
元
気
い
っ
ぱ

い
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
６
・
７
日
に
山
鹿
灯
籠

杯
中
学
生
硬
式
野
球
大
会
が
、
県
内
外

16
チ
ー
ム
に
よ
り
市
民
球
場
で
熱
戦
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
優
勝
目
指
し

て
頑
張
る
選
手
た
ち
へ
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
助
か
り
ま
し
た
！

山
鹿
市
民
　
小
山
（
86
歳
）

私
が
初

め
て
シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

を
知
っ
た

の
は
、
台

風
明
け
の

日
で
し
た
。

老
夫
婦

で
、
家
の

周
り
の
風

倒
木
の
処

置
に
困
っ

て
い
た
時
、

近
く
の
知

り
合
い
の
方
か
ら
「
何
と
か
し
ま
し

ょ
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
方
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
っ
そ
く
セ
ン
タ
ー
の
支
部
に
電
話

投
稿

を
入
れ
、
現
場
を
見
て
も
ら
い
、
３
名

の
会
員
さ
ん
が
手
馴
れ
た
作
業
で
間
木

伐
採
を
含
め
て
整
理
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

以
前
は
、
自
分
で
何
で
も
や
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
年
に
な
る
と
や
は

り
助
け
が
必
要
で
す
。

以
来
、
庭
木
の
剪
定
や
消
毒
、
畑
の

草
取
り
か
ら
作
物
の
手
入
れ
ま
で
気
軽

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

真
夏
の
暑
い
中
に
も
汗
水
た
ら
し
て

頑
張
ら
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
拍
手
と
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲シルバー人材センターの会員の方々です

【クラブ指導者レベルアップ講習会】
７月と８月にクラブの指導協力者の資質・レベル

アップを目的とした講習会を山鹿植木広域消防本部
で開催しました。
今回の講習会では、心肺蘇生法（人工呼吸・心臓

マッサージ）とＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操
作について受講しました。ＡＥＤとは、最近公共施
設に備えてあるもので、心臓のケイレンを取り除く
機器です。「もしも」の時のために、指導者全員真剣
なまなざしで受講しました。指導者は、競技の指導
ばかりでなくこのような事も身につけています。
ご指導くださった消防本部の署員のみなさん、あ

りがとうございました。
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９９月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

10
月
１
日
B
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
６
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。口

座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

９
月
26
日
D
・
27
日
E

28
日
F

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

ご
存
じ
で
す
か

e
-T
ax!

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

【
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
の
変
更
】

被
保
険
者
期
間u

・
12
月
（
各
月
11
日
以
上
）

・
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
の

場
合
６
月
（
各
月
11
日
以
上
）

対
象u

Ｈ
19
年
10
月
１
日
以
降
の
離

職
者

【
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
の
変
更
】

給
付
率u

40
％→

50
％
　
引
き
上
げ

対
象u

Ｈ
19
年
４
月
１
日
以
降
の
職

場
復
帰
〜
Ｈ
22
年
３
月
31
日

ま
で
に
育
児
休
業
し
た
方

【
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
の
変

更
】受

給
要
件
・
内
容u

・
受
給
要
件
を
初
回
に
限
り
「
１
年

以
上
」
に
緩
和
（
本
来
は
「
３
年

以
上
」）

・
給
付
率
お
よ
び
上
限
額
（
10
万
円
）

を
一
本
化

対
象u

Ｈ
19
年
10
月
１
日
以
降
指
定

講
座
の
受
講
者

…
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課
　

1
096
‐
211
‐
１
７
０
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
地

1
24
‐
８
６
０
９

雇
用
保
険
法
が
一
部
変
わ
り

ま
す

10
月
１
日
B
に
山
鹿
郵
便
局
は
民
営

化
に
よ
り
次
の
２
つ
の
会
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。（
店
舗
は
今
ま
で
と

同
じ
で
す
）

◎
郵
便
局
株
式
会
社
　
山
鹿
郵
便
局

1
44
‐
４
４
４
５

郵
便
（
窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
）、
貯
金
、

保
険
な
ど
の
業
務

◎
郵
便
事
業
株
式
会
社
　
山
鹿
支
店

1
44
‐
４
４
４
４

郵
便
（
集
荷
、
配
達
、
再
配
達
）
業
務

山
鹿
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
遺
跡
（
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
）
で
の
土
木
工
事
等

を
行
う
場
合
、
事
前
の
届
出
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
確
認
を
出
土
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容u

・
土
地
の
鑑
定
、
事
前
調
査
、
開
発
な

ど
に
先
立
つ
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の

確
認

・
発
掘
届
の
受
付

場
所u

出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
　
　

（
山
鹿
市
方
保
田
128
番
地
）

※
市
立
博
物
館
で
は
行
い
ま
せ
ん

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

1
46
‐
５
５
１
２

問
合
せ

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
確
認
に

つ
い
て

【選択健診（複合健診）について】
８月下旬から９月にかけて、各総合支

所にて選択健診が実施されています。今
年２月の希望調査で申し込みをした方に
は、事前に案内状を送付してます。詳し
い内容については、健康増進課または各
総合支所保健師までお問い合せください。

健康増進課からのお知らせ★ ★
【結核レントゲン検診の案内】
（65歳以上の方が対象）
10月に結核検診が行われます。65歳以

上の方で今年胸部レントゲン検診を受け
ていない方は受診してください。対象の
方には、案内状を送付します。

…健康増進課1４３‐００５０問合せ

山
鹿
警
察
署
協
議
会
委
員

〜
住
民
の
声
を
警
察
業
務
に
反
映
〜

６
月
１
日
付
け
で
７
人
（
再
任
４
人
、

新
任
３
人
）
の
方
が
山
鹿
警
察
署
協
議

会
の
委
員
と
し
て
熊
本
県
公
安
委
員
会

か
ら
委
嘱
（
任
期
は
２
年
）
さ
れ
ま
し

た
。協

議
会
で
は
、
警
察
署
長
が
地
域
住

民
の
要
望
や
意
見
を
聞
き
、
こ
れ
を
警

察
業
務
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

【
山
鹿
警
察
署
協
議
会
委
員
】

・
古
閑
直
子
　
山
鹿
市
鍋
田

・
松
田
恵
美
子
　
　
　
宗
方
通

・
松
本
重
継
　
　
　
　
鹿
北
町

・
村
井
正
臣
　
　
　
　
菊
鹿
町

・
三
嶋
三
重
　
　
　
　
鹿
本
町

・
広
田
昭
次
　
　
　
　
鹿
央
町

・
富
田
元
利
　
鹿
本
郡
植
木
町

…
山
鹿
警
察
署
総
務
課

1
44
‐
０
１
１
０

問
合
せ

問
合
せ

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（e-Tax

）」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
が

自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
手
続
が
必

要
で
す
。

【
各
種
手
続
と
は
】

・
申
告

所
得
税
　
法
人
税
　
消
費
税

酒
税
お
よ
び
印
紙
税

・
納
税

全
税
目

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

秋の全国交通安全運動
９月21日F～30日A

★ ★

運動の基本u

「高齢者の交通事故防止」
運動の重点u

・飲酒運転の根絶
・夕暮れ時と夜間の歩行中、自転車乗
用中の交通事故防止
・後部座席を含むシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

最
近
、
山
鹿
市
管
内
で
は
、
死

亡
事
故
を
含
め
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

安
全
運
転
に
心
が
け
、
事
故

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
し

ょ
う
！

受
付
期
間u

11
月
30
日
F

ま
で

受
付
場
所u

水
道
局
水
道
課
　

【
旧
水
道
局
庁
舎
】

住
所u

山
鹿
市
中
字
車
地
710
番
10

表
示u

宅
地
　
７
４
１
・
０
５
G

参
考u

・
周
囲
は
標
準
住
宅
地
域

・
都
市
計
画
区
域
内

建
ぺ
い
率
60
％
・
容
積
率
200
％

・
供
給
処
理
施
設

上
水
道
、
下
水
道
、
都
市
ガ
ス

【
米
田
水
源
地
跡
用
地
】

住
所u

山
鹿
市
南
島

字
高
道
１
２
６
７
番
地
４

表
示u

宅
地
　
１
４
５
０
G

参
考u

・
周
囲
は
農
用
地
域

・
都
市
計
画
区
域
外

・
供
給
処
理
施
設

上
水
道

…
水
道
局

1
43
‐
１
１
６
１

申
込
・
問
合
せ

水
道
局
所
有
不
動
産
売
却
の

お
知
ら
せ

・
申
請
、
届
出
等

源
泉
所
得
税
徴
収
高
計
算
書

各
種
支
払
調
書
　

各
種
異
動
届
出
書
な
ど

◎e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

耐
震
診
断
を
希
望
す
る
民
間
住
宅
へ

の
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

で
す
。

対
象
住
宅u

Ｓ
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

民
間
の
戸
建
て
木
造
住
宅

内
容u建

築
士
資
格
を
有
す
る
耐
震
診
断
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
と
簡
易
調
査
に

よ
る
耐
震
診
断

（
年
度
予
定
戸
数
120
戸
）

費
用u

１
件
あ
た
り
　
２
、
０
０
０
円

※
同
一
所
有
者
の
申
込
は
１
回
限
り

※
受
付
は
先
着
順
に
つ
き
予
定
件
数
以

上
の
場
合
派
遣
を
行
わ
な
い

…
社
団
法
人
熊
本
県
建
築
士
事
務
所
協

会
事
務
局
　
1
096
‐
371
‐
２
４
３
３

申
込
・
問
合
せ

県
民
間
住
宅
耐
震
対
策
事
業

実
施
の
お
知
ら
せ

相相
　　
談談

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

社
会
保
険
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

９
月
12
日
D
・
26
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

９
月
13
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
時
・
場
所u

９
月
６
日
E

鹿
北
町
公
民
館

７
日
F

山
鹿
中
央
公
民
館

い
ず
れ
も
午
前
10
〜
午
後
３
時

担
当
者u

法
務
局
山
鹿
支
局
職
員

人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容u

振
り
込
め
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
名
誉
権
侵
害
、
い
じ
め
、

体
罰
、
金
銭
問
題
、
登
記
、
戸
籍他

…
熊
本
法
務
局
山
鹿
支
局
　
　

1
44
‐
２
４
１
１

問
合
せ
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相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
７
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
14
日
F

e
法
律
相
談u

９
月
21
日
F
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

９
月
６
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
13
日
E

e
警
察
相
談u
９
月
20
日
E
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

９
月
５
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
12
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

９
月
19
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

９
月
４
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
11
日
C

e
司
法
相
談u

９
月
18
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

９
月
３
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

９
月
10
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

10
月
１
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

日
時u

10
月
14
日
A

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

※
打
合
せ
の
た
め
１
時
間
前
に
集
合

場
所u

あ
ん
ず
の
丘
ス
テ
ー
ジ

内
容u

し
つ
け
方
の
基
本
・
実
技
な
ど

対
象u

・
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
の
犬

・
犬
の
行
動
を
制
御
で
き
る
方
の
同
伴

・
犬
が
発
情
中
で
な
い

定
員u

犬
同
伴
で
７
家
族
程
度

※
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用u

無
料

講
師u

家
庭
犬
し
つ
け
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

垂
谷
智
子
　
さ
ん

申
込
締
切u

10
月
９
日
C
ま
で
　

…
山
鹿
保
健
所1

44
‐
４
１
２
１

犬
の
し
つ
け
方
教
室
（
初
心

者
向
け
）
募
集

問
合
せ

山
鹿
市
立
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

解
説
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

で
す
。
講
座
で
学
ん
だ
歴
史
や
展
示
品

に
つ
い
て
の
知
識
を
生
か
し
て
、
休
日

等
に
館
内
外
の
解
説
、
案
内
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

講
座
日
時u

９
月
30
日
A

午
前
９
時
半
〜
正
午

10
月
７
日
A
・
14
日
A
・
21
日
A

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

山
鹿
市
立
博
物
館

募
集
期
間u

９
月
１
日
G
〜
18
日
C
ま
で

…
山
鹿
市
立
博
物
館
　
　
　

1
43
‐
１
１
４
５
　

申
込
・
問
合
せ

市税などの収納率向上を図るため、納税
相談員を募集します。
年齢u40歳以上70歳未満
主な業務u
・市税などの収納業務
・納税相談　　・口座振替推進他
勤務時間u
非常勤の嘱託員で１か月に20日程度
（６時間／日）

納税相談員募集★ ★

生
産
品
・
工
芸
品
な
ど
の
展

示
即
売
会

山
鹿
支
部
八
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
恒
例

「
生
産
品
、
工
芸
品
の
展
示
即
売
会
」
で

す
。

日
時u

９
月
15
日
G

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
西
上
町
　
山
鹿
税
務
署
横
）

労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
県
、
熊
本

市
共
同
主
催
に
よ
る

面
接
会
で
す
。

日
時u

９
月
20
日
E

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

場
所u

興
南
会
館

（
熊
本
市
本
山
町
131
）

参
加
事
業
所u

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
50
社

※
参
加
す
る
事
業
所
は
事
前
申
込
が

必
要

※
事
前
申
込
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

対
象
求
職
者u

・
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
で
就
職

未
決
定
者

・
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
未
就
労
者

※
来
春
高
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
外

※
求
職
者
の
事
前
申
込
は
不
要

…
県
労
働
局
職
業
安
定
課

1
096
‐
211
‐
１
７
０
３

問
合
せ

日
時u

９
月
23
日
_

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
心
の
幸
せ

を
学
び
ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
集
い

日
時u

９
月
６
日
E

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

ア
ロ
マ

「
夏
の
お
は
だ
に
や
さ
し
い

お
手
入
れ
」

会
費u

500
円

講
師u

佐
藤
洋
子
（
ア
ロ
マ
・
ハ
ー
ブ
ス
ク

ー
ル
ダ
ン
デ
ィ
リ
オ
ン
）

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

日
時u

９
月
24
日
0

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

テ
ー
マu誠

を
尽
く
し
た
武
士
も
の
の
ふ
た
ち
の
群
像

〜
戊
辰
・
西
南
の
両
役
を
通
じ
て
〜

講
師u

坂
口
寛
治
氏

（
尚
絅
短
期
大
学
准
教
授
）

入
場
料u

無
料

…
西
南
の
役
山
鹿
口
戦
蹟
顕
彰
会

（
山
鹿
市
立
博
物
館
内
）

事
務
局
長
　
軣
木
正
斗

1
43
‐
６
０
２
１

問
合
せ

西
南
戦
争
百
三
十
年
記
念
講
演

催催
　　
しし

「
市
営
墓
地
」
使
用
者
募
集

市
営
墓
地
（
鹿
校
通
２
丁
目
１
１
９

６
）
の
返
還
区
画
に
つ
い
て
、
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画u

Ｂ
区
画
（
６
G
）
４
区
画

Ｃ
区
画
（
４
G
）
６
区
画

対
象
者u市

内
に
住
所
・
本
籍
を
有
す
る
者

使
用
料u

Ｂ
区
画
15
万
円

Ｃ
区
画
10
万
円

管
理
料u

Ｂ
区
画
年
２
、
５
２
０
円

Ｃ
区
画
年
１
、
６
８
０
円

募
集
期
間u

９
月
28
日
F
ま
で

申
込
方
法u

・
申
請
書
お
よ
び
住
民
票
等
の
必
要
書
　

類
を
添
付
し
提
出

申
請
書
及
び
提
出
先u

・
本
庁
市
民
課
窓
口

・
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

・
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
）

※
受
付
は
土
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
ま
で

※
10
月
21
日
A
に
抽
選
を
行
い
決
定

…
環
境
課
（
浄
水
セ
ン
タ
ー
）

1
43
‐
７
２
１
１
　

申
込
・
問
合
せ

募募
　　
集集

報酬u基本報酬＋能率報酬
※基本報酬＝最高月額60,000円
（勤務日数により３段階金額設定）
※能率報酬＝上限　100,000円
合計金額　最高額160,000円

申込締切u９月28日Fまで
…税務課収納係　　　

1４３‐１１４４　
申込・問合せ

日
時u

９
月
15
日
G

午
後
２
時
開
演

場
所u

八
千
代
座

料
金u

２
、
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
１
、
０
０
０
円
）

出
演
者u

小
路
永
こ
ず
え

小
路
永
和
奈
　
相
川
琴
音

志
賀
理
子
　
氏
森
房
子
ほ
か

曲
目u

ゆ
れ
る
燈
り
と
夏
の
夜
と

〜
山
鹿
「
よ
へ
ほ
節
」
に
よ
せ
て
〜

…
小
路
永
こ
ず
え

1
096
‐
346
‐
７
２
８
８

問
合
せ

小
路
永
こ
ず
え
・
和
奈

箏
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

〜
よ
へ
ほ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
〜

内
容u

農
産
物
、
農
産
加
工
品
、
花
苗

竹
ぼ
う
き
、
草
ぼ
う
き
、
陶
芸

品
な
ど

…
山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
０
４

問
合
せ

日時u９月22日G 10：30～
場所uカルチャースポーツセンター内

総合体育館
※表彰対象者の方には別途通知しています。
…いきがい推進課　1４３‐００５２
各総合支所市民福祉課

（鹿北）1３２‐３１１１（菊鹿）1４８‐３１１１
（鹿本）1４６‐３１１２（鹿央）1３６‐３１１４

敬老表彰式典ご案内★ ★

問合せ

多
彩
な
工
芸
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時u

９
月
15
日
G
・
16
日
A

17
日
_

（
３
日
間
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

あ
ん
ず
の
丘

…
（
株
）
あ
ん
ず
の
丘
　
　
　
　

1
48
‐
３
１
０
０

問
合
せ

第
12
回
あ
ん
ず
の
丘
工
芸
展

学
生
等
就
職
面
接
会

ヤフー株式会社による官公庁オークションを利
用して行います。
申込期間u９月６日Eまで
入札期間u９月11日C～13日Eまで
※申込方法や入札方法など知りたい方は、お気
軽にお問い合せください。

…税務課収納係　1４３‐１１４４　　　

第２回インターネット公売の
お知らせ★ ★

問合せ
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入札結果の報告（７月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

7/3
7/3
7/3
7/3
7/3

7/3

7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24
7/24

山鹿幼稚園外来用便所増設工事
鬼丸団地火災復旧工事
平成19年度岩野地区簡易水道事業陣内配水池土木工事
平成19年度岩野地区簡易水道事業陣内配水池タンク本体工事
平成19年度岩野地区簡易水道事業陣内配水池電気計装工事

平成19年度椿井地区処理施設（機械・電機）工事

平成19年度南島地区配水管布設替工事（１工区）
日置馬見塚線側溝整備工事
宮苑団地１号線側溝整備工事
池田橋今寺線舗装工事
星原線側溝整備工事
早馬塚線側溝整備工事
平成19年度南島汚水枝線管渠築造工事（1-1、1-2号）
平成19年度合流改善汚水管渠築造工事（１号）
平成19年度御宇田地区汚水管渠築造工事（８号）
平成19年度津袋地区汚水管渠築造工事（５号）
平成19年度菊鹿東部1期地区第38号工事
鍋田団地屋根改修（その１）工事
鍋田団地屋根改修（その２）工事

山鹿地内
鹿本町来民地内
鹿北町岩野地内
鹿北町岩野地内
鹿北町岩野地内

椿井地内

南島地内
方保田地内
下吉田地内
津留地内
鹿北町椎持地内
鹿央町千田地内
南島地内
新町地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町津袋地内
菊鹿町木野・松尾地内

鍋田地内
鍋田地内

2大栄建設
!プランニング匠
!小川建設
平成水道建設!

黒田電気設備
日立プラントテクノ
!九州営業所
2東総合設備
2とみた工業
2江崎建設
花昭建設!

荒川建設!

2梶川工業
!村井建設
2久保田建設工業
2古澤建設
2牛島工務店
熊本利水工業!

河原住建!

富田建設!

5,218,500
6,058,500
25,410,000
42,525,000
17,850,000

28,245,000

7,308,000
6,363,000
5,166,000
5,250,000
8,253,000
6,867,000
22,575,000
13,230,000
15,907,500
17,346,000
33,022,500
7,759,500
6,226,500

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

９月
開催日 行　事　名 時間 料金

午前
夜間
夜間
午後
－

午後

夜間
夜間

午後

夜間
夜間

昼夜

夜間

関係者
関係者
有料
有料
－

有料

有料
有料

無料

有料
有料

有料

有料

２日A

３日B

８日G

９日A

12日D

15日G

16日A

17日_

22日G

23日_

25日C
26日D
27日E

29日G

八千代座歌舞伎教室
狂言教室
風情物語q

第４回ライブハウスかみひこうき
休館日
小路永こずえ・和奈　箏デュオリサ
イタル「よへほ」へのオマージュ
風情物語w

風情物語e

第２回ラ・ポム・ド・ラ・シャンソ
ンコンサート
風情物語r

風情物語t

藤山直美「泣いたらあかん」

風情物語y

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

２日A

９日A

16日A

17日_

23日A

24日0

30日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時

９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

前原耳鼻咽喉科医院／幸村医院
山鹿中央病院
平井藤岡医院／佐藤クリニック
大橋通クリニック／中川医院
横手医院／山鹿温泉リハビリテーション病院
井上小児科医院
まえはら泌尿器科クリニック
桑木内科／大山産婦人科医院

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k「私の住む町を描く」絵画作品展
在熊作家18人による水彩・油彩の風景画18点展示　
期間u９月１日G～15日Gまで

k西川誠一ファミリー三人展
西川ファミリーによります絵画作品（風景、静物）
期間u９月17日_～29日Gまで
（最終日はそれぞれ15：00まで）

k藍染と草木染展
福永幸夫（肥後藍御船工房）藍染の洋服・Ｔシャツ・
コースタータペストリー・スカーフなど約100点
期間u９月14日F～30日Aまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（第２火曜日・毎週水曜　定休）

k井上絹代作品展
期間u９月３日B～28日Fまで
ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

k陶芸３人展～心をこめて～
山下冨子　一ノ瀬建志　倉原美智子
期間u９月１日G～15日Gまで

k竹工芸展（憩いの部屋）
坂本　勉
期間u９月16日A～30日Aまで

「万葉の風」鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）

k老人クラブ作品展
山鹿校区会員によるシルバー作品展です。書・絵画
陶芸・写真・手芸・編み物・彫刻　その他
期間u９月11日C～13日Eまで（３日間）
プラザファイブ　コンビホール
※お問い合せは老人クラブ山鹿校区会長児玉徳夫まで

1４４‐２５５３

k訂正とお詫び
８月１日号入札結果報告でで掲載した黒蛭堀切線道路改良工事の落札業者「2九憲土木」が洩れておりました。
訂正してお詫びします。
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R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん大大大大募募募募集集集集！！！！

石田　皓雅
こうが

さん
（H16.９.14生れ）

梶屋（鹿本）

Qぼくからメッセージ
皓雅はもうすぐ３歳に
なるよ！これからもいっ
ぱい遊んでね！

Qパパとママからの
メッセージ

のびのびの～～～～んと
大きくなぁれ☆

緒方　悠人
ゆうと

（右）
（H16.11.26生れ）

萌衣
め い

（左）
（H18.６.16生れ）

久原（山鹿）

問合せ
Vol.29 幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」

営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

聞き慣れないＶＤＴ症候群。パソコンやゲームなどの画
面を長時間見ることによる健康トラブルの総称で、眼（眼
精疲労・ドライアイ・屈折異常など）・運動器（肩こり・
手足のしびれ・腰痛など）・精神神経（頭痛・不眠・抑う
つ症状・無気力など）に影響があるといわれています。一
つの症状例として、ここではドライアイについて紹介しま
す。
【ドライアイとは？】
目の表面を保護している涙の量が減ったり、成分が変化

し角膜などが傷つきやすくなっている状態をいい、目の痛
み、疲労、頻繁なまばたき、目の充血などの症状が見られ
ます。
【原因として考えられるのは？】
パソコン・テレビゲーム・読書・運転などまばたきが減

る作業や睡眠不足、ストレス、エアコンの長時間使用など
やある種の飲み薬の影響などもあります。

【予防するには？】
テレビも含めモニター（画像画面）類は目の少し下にな

るように調節。１時間パソコンに向かったら10～15分くら
い目を休ませまばたきをする。
【ドライアイチェック！】あなたはドライアイ？
目についてのチェック！５つ以上同じ不快感が続くよう

ならば要注意。
・疲れて目やにが出る　・ゴロゴロする
・乾く　・重い感じが続く　・痛い　・涙が出る
・視界がかすむ　・かゆい　・まぶしい　・白目が赤い

暑い夏は、エアコンの部屋に引きこもりがちです。ゲー
ムやパソコン、テレビなどで目を酷使していませんか。気
分転換に外で体を動かしましょう。ゆ～かむのジムやプー
ルもお勧めです。夏だからいい汗をかきましょう！

ＶＤＴ症候群？
目をいたわっていますか・・・

赤赤赤赤ちちちちゃゃゃゃんんんん とととと みみみみんんんんなななな のののの 健健健健康康康康情情情情報報報報

奥村　美乃里
み の り

さん
（H19.３.13生れ）

下永野（菊鹿）

Qわたしからメッセージ
たくさんの人にかわい
がられてとっても幸せで
す☆

バランスのとれた栄養をとる
－いろどり豊かな食卓にして－1 たばこは吸わないように

－特に新しく吸いはじめない－5

毎日、変化のある食生活を
－ワンパターンではありませんか？－2

食べ過ぎをさけ、脂肪はひかえめに
－おいしい物を適量に－3

お酒はほどほどに
－健康的に楽しみましょう－4 食べものから適量のビタミン

と繊維質のものを多くとる
－健康的に楽しみましょう－
6 焦げた部分はさける8 体を清潔に

－さわやかな気分で－12

適度にスポーツをする
－いい汗、流しましょう－11

日光に当たりすぎない10

食塩辛いものは少なめに、
あまり熱いものはさましてから
－胃や食道をいたわって－
7 かびの生えたものに注意

－食べる前にチェックして－9

がんを防ぐための12カ条

9月は、がん征圧月間です。

ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０

・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

日時u９月３日B 山鹿・菊鹿
９月10日B 山鹿・鹿北
９月18日c 鹿本
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

母子健康手帳交付乳幼児健診

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（19年５月生）
日時u９月18日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（19年１月生）
日時u９月25日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（18年１月生）
日時u９月４日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（16年５月生）
日時と対象u
９月21日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
９月28日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（19年１月・19年５月生）
日時u９月11日c 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（16年５月・６月生）
日時u９月27日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u９月３日B…菊鹿　10日B…山鹿・鹿北
18日c…鹿本　25日c…鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

育児相談

集団予防接種
kポリオ（生後３～90か月児未満）
日時と場所u
９月12日D 山鹿健康福祉センター

13：45～14：30受付（診察14：00から）
９月26日D 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

13：45～14：30受付（診察14：00から）
※生後６カ月児未満で、ＢＣＧ接種が済んでいないお子
さんは、先にＢＣＧを済ませてください。
※三種混合１期初回を１回でも受けられているお子さん
は、３回済ませてからお越し下さい。
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◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 山下　周一さんQ 井富佐代さん

有働　邦雄さんQ永田　美樹さん
川上　千秋さんQ�永　裕美さん

川　辺　池尻　憲二さんQ近藤友紀子さん
八　幡 一ノ瀬　智さんQ北井　絵理さん

廣瀬　龍喜さんQ緒方　敬子さん
三　岳　堤　　政博さんQ城戸小百合さん

下永吉一輝さんQ田中沙也香さん
三 玉　大道　浄信さんQ安武真希子さん

大塚　　亮さんQ坂井　慶子さん
四ケ所義博さんQ小川　美子さん
外山　博都さんQ古田みゆきさん

大　道 西山　晃平さんQ松尾　裕希さん
上妻　洋幸さんQ池田祐美子さん
綾戸　雅彦さんQ冨田美紗子さん

鹿　北

岩　野　橋口　　慎さんQ宰川　友子さん
菊　鹿
六　郷 �木　雅英さんQ市原　聖子さん
鹿　本

稲　田 宮本　裕喜さんQ冨田　和美さん
中　富 野口　　勇さんQ平山　美香さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿 向　　優華
ゆうか

さん　坂田　　昊
そら

さん
阿蘇品柑那

かんな

さん　渕上　蓮華
れんか

さん
富田　恋衣

れ い

さん　栗山ないるさん
米　田　角田　　睦

むつみ

さん　前田　琉唯
る い

さん
星子　大志

たいし

さん
八　幡 真田　侑奈

ゆ な

さん　松本　大輝
だいき

さん
井上みなみさん　宮田裕太郎

ゆうたろう

さん
古閑　絢名

あやな

さん
三　岳　手島　莉央

り お

さん
大　道 梅原　昊大

こうま

さん　松尾　江恋
えれん

さん
小川　寛人

ひろと

さん　古江　彰翔
あきと

さん
竹下　神楽

かぐら

さん
鹿　北

岩　野　西牟田瑠奈
る な

さん
広　見　吉田　愛紗

あいさ

さん　中村　　龍
りゅう

さん
菊　鹿

内　田　久武　咲月
さつき

さん
六　郷 竹元　　駿

しゅん

さん

城　北 下岡　桃菜
も な

さん　矢野　　薫
かおる

さん
渡辺　優萌

ゆ め

さん　大鶴　　結
ゆい

さん

鹿　本

来　民 千田　凛音
りんね

さん　森本那々彗
な な せ

さん
迎田　　洸

ひかる

さん　垂水　瑚依
こ い

さん
稲　田 久冨　敏治

としはる

さん　野中　奏音
かなと

さん　
中　富　石田　遼稀

はるき

さん　福島　煌哉
こうや

さん
鹿　央

千　田 梅田　　賢
まさる

さん　岩村　勇輝
ゆうき

さん
米野岳 �良　佑月

ゆづき

さん　阿蘇品　蓮
れん

さん

◆おくやみ◆
山　鹿
山　鹿 小島　忠雄さん(87) 森本ノブエさん(79)

浦田サツエさん(77) 宮本　龍雄さん(54)
森　　孝子さん(75) 藤田　　東さん(78)
古田　ミキさん(91) 平川　セキさん(90)

米　田 福山タカヨさん(87) 星子　重徳さん(75)
藤巻　　勇さん(100)   井上　満代さん(74)
中原大八郎さん(87)

川　辺 坂本ツタエさん(82) 菅　　真成さん(41)
八　幡 桐明　輝一さん(85) 岩下　清廣さん(81)

塚本　桂子さん(21)
平小城 福邑　英美さん(47) 星子　義輝さん(67)
三　岳 古家カツ子さん(81) 竹田　武市さん(81)

迎田　　央さん(78)
三 玉 渕上　　圖さん(86) 横田　礼子さん(53)
大　道 築山理惠子さん(56) 米加田福亮さん(76)

永田　夘市さん(86) 古川　純一さん(56) 
福田　繁子さん(92) 三浦　辰雄さん(80)
石本　喜一さん(62)

鹿　北
岳　間　才田　住�さん(85)    西川マツノさん(98)

中満ヒサ子さん(94)
岩　野　信國　信次さん(76)    村上ヨシエさん(80)

野中　久人さん(83) 後藤ヨシ子さん(94)
丸アサノさん(95)

広　見　白木ユリエさん(81) 鹿�島アサオさん(81)
菊　鹿
内　田　市川スミエさん(95)
六　郷 冨田　良一さん(69)
城　北 松本　秀�さん(64) 冨田　 浩さん(71)

山　通代さん(78)
鹿　本

来　民 渡邉　末子さん(88) 國本　公子さん(88)
上田　利光さん(97)

稲　田 工藤　晴士さん(53) 佐野ツヤ子さん(83)
中　富　小原　秋男さん(93)
鹿　央
米野岳 朝倉　　強さん(88)
山　内 緒方ナツエさん(100) 村上　 郎さん(74)

※７月中の届出受付分を掲載しています
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■人口と世帯
編
集
後
記

Q
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
以
前
は
「
真

夏
日
」
と
聞
い
て
本
当
に
暑
い
な
ぁ
〜
と

実
感
し
た
も
の
で
す
が
、
今
の
ニ
ュ
ー
ス

や
天
気
予
報
な
ど
で
は
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
「
猛
暑
日
」
を
日
々
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q
今
月
の
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
に
取
材
に
行

っ
て
も
最
初
の
一
声
は
「
暑
か
で
す
ね
〜
」

か
ら
は
い
り
ま
し
た
。
ク
ー
マ
か
ら
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
来
た
高
校
生
も
ま
ず
覚
え
た

日
本
語
は
「
あ
つ
い
」
だ
そ
う
で
す
。
み

な
さ
ん
も
夏
バ
テ
、
熱
中
症
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
英
）

S

全
国
的
に
記
録
的
な
猛
暑
だ
っ
た
今
年

の
夏
。「
今
年
は
例
年
に
な
い
猛
暑
」
と
毎

年
聞
い
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
…

そ
ん
な
中
、
灯
籠
ま
つ
り
は
約
30
万
人
も

の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
、
無
事
に
全
日

程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

S

ど
こ
に
行
っ
て
も
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
多

く
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
暑
さ

も
忘
れ
て
気
持
ち
よ
く
取
材
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。そ
し
て
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。(

和
）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

連載第5回

彼彼彼彼岸岸岸岸花花花花咲咲咲咲くくくく

番所番所
ばんしょばんしょ

のの棚田棚田
た な だた な だ

番所地区
菊鹿町の最北端、八方ケ岳の麓にある戸数わずか57戸の小さな

集落番所。古くは、大分県(豊後の国）の日田方面に抜ける街道筋
であったため、通行人の出入りや荷物を調べた『御番所

ごばんしょ

』があっ
たということから、現在の番所という地名が残っています。
番所集落は昔ながらのたたずまいを残す家並みと、手入れの行

き届いた石垣、清らかなわき水が集落内を流れる景観が周囲の
山々と調和しています。景観保持のための住民の努力が認められ、
平成３年度の第２回熊本農村景観コンクールで『農村景観大賞』
を受賞しました。
番所の棚田
番所地区を語る上で、棚田を忘れる訳にはいきません。高低差

約80ｍの急傾斜に広がる約200枚の棚田は、江戸時代中期以降、先
祖代々が少しずつ開拓して現在の棚田へと形成されたものです。
この棚田には９月中旬になると、黄金色に輝く稲穂の波と、畦

や農道に沿って咲き誇る彼岸花の真っ赤な色が、古い石垣とマッ
チしてすばらしい景観を見ることができます。シーズン中は、県
内外から訪れる多くの見物客でにぎわいます。平成11年７月には
「日本棚田百選」に認定されています。
この段々状の棚田に蓄えられた水が、少しずつろ過され地下水

として下流へ流れる、水源かん養の役割も果たしています。

▲黄金色の稲穂と赤いヒガンバナと石垣のコントラストが美しい番所の棚田

番所の棚田について話しを聞きました。
番所の棚田が山鹿八景に選ばれました
嬉しい反面、ありがた迷惑なことでもありますね。なぜなら、

観光客の中には、畦を壊したり、栗を拾ったりする人もいます。
駐車場もないので農道に車を止めて農作業のじゃまになる事もよ
くあります。耕作者にとってはありがたいもではないんですよ。
でも、日本棚田百選にも選ばれたり、県の農村景観大賞も頂い

ておりますし、観光客の方がすばらしいと言って喜んでもらえる
のは、光栄な事です。
棚田の維持管理が課題
棚田を管理している耕作者も老齢化しています。田の形状も悪

く狭いし石垣が高く危険な上に、容易には機械も入らない田が多
いので、後継者も少なくなり荒廃している田が増えつつあります。
ヒガンバナが咲く前に、田の畦草切りをすると日光の影響でヒ

ガンバナが一斉に芽立ちします。以前は畦草切りを地域で一斉に
行ってヒガンバナが咲く時期を合わせていましたが、最近ではで
きないようになってきています。
棚田ツアーの説明で感じる番所のすばらしさ
平成12年から棚田ツアーなどで来られるお客様に、ボランティ

アでガイドをしています。年間約200人ぐらいの方に説明していま
すが、お客様から「心が豊かに安らかになった。山里の原風景を
見ました。自然が美しい」などと喜びの手紙を頂いたりします。
こういう喜びの声を聞くと、私たちの住んでいる所はすばらしい
地域なんだと改めて実感いたします。
ヒガンバナの咲く棚田
番所のヒガンバナはほとんどが自生

で、人が植えたものではありません。
９月20日頃から10月上旬までが見頃です
が、台風などで雨を受けると花の色が白
くなり、すぐにだめになります。夜
間の気温が25度以下の日が３日
ほど続くと、いっせいに咲きます。
観光客の方が、色々な種類の

花を植えてみたらどうですかと
言われますが、ここは昔のまま
の自然の景観が第一の魅力なの
で、そういった物を植えたら自
然が壊れるのじゃないかと思います。
元からあったものを

そのまま自然として残
していきたいですね。

■古家　博業さん【ふるいえ　ひろなり】
山鹿市景観計画策定協議会委員。番所棚田保
全協議会委員。菊鹿町１区番所在住。77歳。

人口　　58,906（－29）
男　　27,828（－１）
女　　31,078（－28）
世帯数　20,911（±０）
７月末現在（前月末比）


